
 

令和２年度志木市一般会計・特別会計決算の概要 

 

■ 一般会計 

＜決算規模＞ 

・歳入総額 ３６５億４,２９５万円【前年度：２５８億３,４５９万円（４１.４％増）】 

・歳出総額 ３４７億９,８７２万円【前年度：２３９億７,０５３万円（４５.２％増）】 

 

   ＜収支状況＞ 

・歳入歳出差引額  １７億４,４２４万円【前年度：１８億６,４０６万円】 

・実質単年度収支額   ４億２,９７１万円【前年度： １億０,１１４万円】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示単位未満を四捨五入しています。  

                             （裏面へ続く） 

記者発表資料 

一 般 会 計 決 算 の 特 徴 

 

○ 歳入は、特別定額給付金給付事務費・事業費補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金などの国庫支出金の増等により、前年度比１０７億０，８３６万円の増となっ

ています。 

 

○ 歳出は、市営墓地拡張に伴う用地購入費の減などにより衛生費が減となったものの、特別定

額給付金事業や特定教育・保育施設及び特定地域型保育扶助的委託料の増等による民生費の

増や、タブレット端末購入費や小・中学校体育館空調設備設置工事費の増等により教育費が

増となったことなどにより、前年度比１０８億２,８１９万円の増となっています。 

 

○ 実質単年度収支（財政調整基金の増減を控除した、当該年度の実質的な収支を把握する指標）

は、昨年度に引き続き４億２,９７１万円の黒字となりました。なお、財政調整基金残高は、

前年度から５億０,５１９万円増の２９億９,８５７万円となっています。 

 

○ 財政構造の弾力性を表す経常収支比率は９３.８％で、前年度（９４.１％）より０.３ポイ

ントの減となり、改善されました。 

 

○ 地方自治体の財政状況の健全度を示す健全化判断比率は、全ての指標（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）において基準値を大きく下回っており、

本市の財政状況が健全であることを示しています。 

 

○ 令和２年度末の市債残高は１７８億０,７６２万円で、庁舎建設事業債や小・中学校体育館

空調設備設置事業債の増などにより、前年度から１２億７,１９１万円の増となりました。

なお、市民１人当たりの市債残高は２３万円となっています。 

資料２ 

  



 

■ 特別会計                        （単位：万円）                                     

 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

国民健康保険特別会計 ６７４,０８０ ６３９,２４６ ３４,８３４ 

志木駅東口地下駐車場事業特別会計 ５,２３７ ４,４６０ ７７７ 

介護保険特別会計 ４８１,３４６ ４７４,５１０ ６,８３６ 

後期高齢者医療特別会計 ９８,３７５ ９５,９０７ ２,４６８ 

 

■ 企業会計                      （単位：万円、税抜） 

 収   益 費   用 経常損益 特別損益 純損益 

水 道 事 業 会 計 １３８，７５０ １２０,０７３ １８,５３３ １４３ １８,６７６ 

下水道事業会計 １９０,２９３ １７１,３７５ １８,３１５ ６０３ １８,９１７ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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